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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弾性波の逆速度面が凹となる圧電基板と、
　前記圧電基板の表面に設けられた一対の櫛形電極を有する弾性波共振器であって、前記
一対の櫛形電極は、対向する一対の共通電極と、前記それぞれの共通電極から他方の共通
電極側に交互に延出された複数の電極指とを有する弾性波共振器と、
　前記電極指が交差する交差領域と、
　前記電極指の先端と対向する共通電極との間のギャップを結ぶギャップ領域と、
　前記交差領域における圧電基板の表面の高さよりも圧電基板の表面の高さが低くなるよ
うに前記ギャップ領域に設けられた段差と
　を含む弾性波装置。
【請求項２】
　前記一対の櫛形電極は、前記電極指の延伸方向に他方の共通電極から延出したダミー電
極指を有する請求項１記載の弾性波装置。
【請求項３】
　前記ダミー電極指を設けたダミー領域における圧電基板の表面の高さを、前記交差領域
における圧電基板の表面の高さよりも低くした請求項２記載の弾性波装置。
【請求項４】
　前記ギャップ領域における前記圧電基板の表面は、前記段差により形成された凹部を含
む請求項２又は３に記載の弾性波装置。
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【請求項５】
　前記凹部における前記圧電基板の表面の高さが、前記交差領域における圧電基板の表面
の高さよりも低い請求項４記載の弾性波装置。
【請求項６】
　前記電極指の先端と前記ダミー電極指の先端とが前記ギャップを隔てて向かい合ってい
る請求項２から５のいずれか一項記載の弾性波装置。
【請求項７】
　前記ギャップ領域は前記弾性波の導波路の両側辺に形成される請求項１から６のいずれ
か一項記載の弾性波装置。
【請求項８】
　前記両側辺において弾性エネルギーの散逸が低減される請求項７記載の弾性波装置。
【請求項９】
　前記圧電基板は回転ＹカットＸ伝播のタンタル酸リチウム単結晶からなる請求項１から
８のいずれか一項記載の弾性波装置。
【請求項１０】
　前記一対の櫛形電極の両端が入出力端子に接続している請求項１から９のいずれか一項
記載の弾性波装置。
【請求項１１】
　前記弾性波共振器は多重モード弾性波共振器である請求項１から１０のいずれか一項記
載の弾性波装置。
【請求項１２】
　前記多重モード弾性波共振器は前記一対の櫛形電極を複数個備える請求項１１記載の弾
性波装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信機器等の高周波フィルタとして使用される弾性波装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　図３（ａ）は、従来の弾性波装置の電極パターン図、図３（ｂ）は図３（ａ）における
Ｃ－Ｃ’線の断面図である。
【０００３】
　図３（ａ）、図３（ｂ）において、弾性波装置１は、圧電基板２の上において、一対の
反射電極３の間に、共通電極４に接続された複数の電極指５から成る櫛形電極６を互いに
交差させて、弾性波共振器を構成したものである。
【０００４】
　なお、この出願の発明に関する先行技術文献情報としては、例えば、特許文献１が知ら
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－６８９５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、通信機器の小型化や周波数帯域の高密度化が進むにつれて、これらの通信機器が
確実に動作するためには、より挿入損失が少なく高効率の弾性波装置が必要とされてきて
いる。
【０００７】
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　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、挿入損失が少なく、効率の高い弾性波装
置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、弾性波の逆速度面が凹となる圧電基板と、この
圧電基板の表面に設けられた一対の櫛形電極を有する弾性波共振器とを備え、前記一対の
櫛形電極は、対向する一対の共通電極と、前記それぞれの共通電極から他方の共通電極側
に交互に延出された複数の電極指とを有し、前記電極指が交差する領域を交差領域とし、
前記電極指の先端と対向する櫛形電極との間のギャップを結ぶ領域をギャップ領域とした
とき、前記交差領域における圧電基板の表面の高さよりも圧電基板の表面の高さが低くな
るように前記ギャップ領域に段差を設けたものである。
【発明の効果】
【０００９】
　上記の構成を有することにより、本発明の弾性波装置は、弾性波の共振エネルギーを弾
性波導波路の中に閉じ込めるにあたって、弾性波の進行方向に垂直な両サイドにおける弾
性波エネルギーの散逸を低減させることができ、弾性波装置の挿入損失を低減することが
できるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施の形態における弾性波装置を示す平面図と断面図
【図２】同弾性波装置の要部拡大図
【図３】従来の弾性波装置を示す平面図と断面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施の形態における弾性表面波装置について、図面を参照しながら説
明する。
【００１２】
　図１（ａ）は本発明の一実施の形態における弾性波装置の平面図、図１（ｂ）は図１（
ａ）におけるＡ－Ａ’線の断面図、図１（ｃ）は図１（ａ）におけるＢ－Ｂ’線の断面図
、図２は図１（ａ）の要部拡大図である。
【００１３】
　図１（ａ）～（ｃ）および図２において、弾性波装置１１は、回転ＹカットＸ伝播のタ
ンタル酸リチウム単結晶からなる圧電基板１２の表面に弾性波共振器１３を設けたもので
ある。
【００１４】
　この弾性波共振器１３は、圧電基板１２の弾性波の伝播方向に沿って、一対の反射電極
１４と、この反射電極１４の間に一対の櫛形電極１５を設けたものである。
【００１５】
　この一対の櫛形電極１５は、対向する一対の共通電極１６と、それぞれの共通電極１６
から他方の共通電極１６側に交互に延出された複数の電極指１７を有し、この電極指１７
を互いに交差させたものである。一方の共通電極１６から延伸した電極指１７の延伸方向
には、他方の共通電極１６から延出したダミー電極指１８を設け、電極指１７の先端とダ
ミー電極指１８の先端はギャップ１９を隔てて向かい合わせている。櫛形電極１５の両端
は、入出力端子２０に接続している。
【００１６】
　この弾性波共振器１３において、電極指１７を互いに交差させた領域が交差領域２１で
あり、ダミー電極指１８を設けた領域がダミー領域２２であり、ギャップ１９を結ぶ領域
がギャップ領域２３である。
【００１７】
　そして、本発明は、ギャップ領域２３からダミー領域２２にかけて、電極指１７および
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ダミー電極指１８が形成されていない圧電基板１２の表面に凹部２４を設け、凹部２４に
おける圧電基板１２の表面の高さを交差領域２１における圧電基板１２の表面の高さより
も低くし、ギャップ領域２３における圧電基板１２の表面に段差２５を形成したものであ
る。
【００１８】
　このように、電極指１７とダミー電極指１８の間のギャップ１９を結ぶギャップ領域２
３に、電極指１７の先端から先方の圧電基板１２の表面の高さが低くなるように段差２５
を設けたことにより、交差領域２１の端辺において弾性波を反射させる効果を付与するこ
とができ、これによって、弾性波導波路の両側辺における弾性エネルギーの散逸による損
失を低減することができ、挿入損失が少なく、効率の高い弾性波装置１１を実現すること
ができるものである。
【００１９】
　なお、本実施の形態においては、弾性波共振器１３はダミー電極指１８を有していたが
、ダミー電極指１８を有さない弾性波共振器１３においても同様の効果を有するものであ
る。すなわち、ダミー電極指１８を有さない弾性波共振器１３において、交差する電極指
１７の先端とこれに対向する共通電極１６との間のギャップ１９を結ぶギャップ領域２３
に、電極指１７の先端から先方の圧電基板１２の表面の高さが低くなるように段差２５を
設けることによって、交差領域２１の端辺において弾性波を反射させる効果を付与するこ
とができ、これによって、弾性波導波路の両側辺における弾性エネルギーの散逸による損
失を低減することができ、同様に、挿入損失が少なく、効率の高い弾性波装置１１を実現
することができるものである。
【００２０】
　さらに、圧電基板１２として、回転ＹカットＸ伝播のタンタル酸リチウム単結晶のよう
に、弾性波の逆速度面が凹となるものを用い、ダミー領域２２における圧電基板１２の表
面の高さを、交差領域２１における圧電基板１２の表面の高さよりも低くすることによっ
て、弾性波共振器１３の両側辺での弾性エネルギーの閉じ込め効果を強化することができ
る。これによって、弾性エネルギーの散逸による弾性波共振器１３の損失を低減すること
ができ、挿入損失が少なく、効率の高い弾性波装置１１を実現することができるものであ
る。
【００２１】
　なお、本実施の形態においては、弾性波共振器１３は、一端子対の弾性波共振器であっ
たが、一対の櫛形電極１５を複数個備えた多重モード弾性波共振器であっても、同様の効
果を有するものである。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明に係る弾性表面波装置は、主として移動体通信機器に用いられる高周波フィルタ
において有用となる。
【符号の説明】
【００２３】
　１１　弾性波装置
　１２　圧電基板
　１３　弾性波共振器
　１５　櫛形電極
　１６　共通電極
　１７　電極指
　１８　ダミー電極指
　１９　ギャップ
　２１　交差領域
　２２　ダミー領域
　２３　ギャップ領域
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　２４　凹部
　２５　段差

【図１】 【図２】
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